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女子学生を対象とした野菜の皮むきおよび切断操作に用いる
調理器具の保有状況と使用頻度について
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緒言

女性の社会進出やライフスタイルの多様化が浸透する現代社会において，調理の簡便化およ
び外部化が促進されている．家庭生活における調理場面においては，従来調理の下処理である
野菜の皮むきや切断操作は包丁でなされてきたが，昨今は包丁の他に，皮むき器（ピーラー）
やフードプロセッサー，フードスライサーを用いる場面が多く見られるようになってきた．大
学の調理実習においては，調理のデモンストレーション時に教員が包丁を用いて野菜の下処理
操作を見せても，学生は皮むき器を使用したり，「フードプロセッサーは使わないのですか」
と発言する光景を目にするようになった．包丁の扱い方や利用法および保有状況については内
田１），村田ら２）の研究報告がみられるが，皮むきおよび切断に用いる調理器具の調査はあま
りみられない．そこで，今回は野菜の下処理である皮むきおよび切断操作に用いる調理器具の
保有状況および使用頻度の実態を調査した．

調査方法

調査は名古屋女子大学短期大学部生活学科食生活専攻１年生88名，名古屋芸術大学人間発達
学部子ども発達学科２年生38名，名古屋保育・福祉専門学校保育科２年生25名のいずれも女子
学生を対象に実施した．調査時期は2008年７月に実施した．調査方法はアンケート用紙による
自記式にて行い，有効回収率は96.2%であった．調査項目は１.対象者の属性である年齢と家族
構成　２.調理頻度　３.皮むきおよび切断操作に用いる４種類（包丁，皮むき器，フードプロ
セッサー，フードスライサー）の調理器具の保有状況　４.４種類の調理器具の使用頻度　5.４
種類の調理器具で使用する食品とした．５の使用する食品について，包丁はほとんどの食品の
皮むきおよび切断操作に利用されるものと考えて，調査対象から外した．皮むき器とフードス
ライサーは使用頻度が高いと考えられる食品名を食品成分表３）に記載された名称で挙げて複
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数回答させた．フードプロセッサーは野菜の他に肉や魚にも使用すると考えられるので，食品
名は挙げずに野菜類・肉類・魚類・その他から複数回答させた．
結果は単純集計ならびにクロス集計を行った．

結果及び考察

１．調査対象者の年齢と家族構成
調査対象者の年齢は18～19歳が72.2%（109人），20～25歳が27.8%（42人）であった．家族
構成は単身者が27.2%（41人），２世代同居家族が54.3%（82人），３世代同居家族は18.5%
（28人）であった．
２．調査対象者の調理頻度
調査対象者の調理頻度は「ほとんど毎日行う」と回答した割合は13.2%（20人），「１週間
に２～３回行う」は35.1%（53人），「１ヶ月に２～３回行う」は32.5%（49人），「ほとんど
行わない」は19.2%（29人）であった．児玉４）が調査した短大生を対象とした食事作りの頻度
では「ほぼ毎日参加する」が20.7%，「まったく参加しない」は10.9%であり，本調査での調
理頻度はこの結果よりやや低い傾向であった．また，食事作りに参加する理由４）は「興味が
あった」，参加しない理由は「時間がない」がそれぞれ第一位であったと報告している．今回
の調査では，調理頻度に関わる理由については質問していないが同様な理由が推察できる．表
１に調理頻度と家族構成の関係を示した．「ほとんど毎日行う」と回答したものは３世代同居
の学生が単身，２世代同居の学生よりやや多く，「ほとんど行わない」と回答したものは単身
者がやや多い傾向にあった．　

３．調理器具の保有状況
皮むきおよび切断操作に用いられる調理器具４種について，家庭での保有状況を調査した結
果を表２に示した．
家族構成の平均でみると，包丁の保有割合は100%であった．保有している包丁の種類は三
徳包丁（万能包丁，文化包丁，牛刀，フレンチナイフなどの名称の包丁を含む）が最も多かっ
た（表３）．日本で従来用いられてきた薄刃（菜切り）包丁の保有率は30.7%であり，三徳包
丁に比べて低い保有率であった．魚の調理操作などに用いられる出刃包丁は66.9%と比較的高
い保有率を示し，村田ら２）の調査結果と近似値であった．出刃包丁の保有率については1992
年に600人を対象とした調査結果がある．この結果では，保有率は60.7%５）であった．この調	

表１.  調理頻度と家族構成
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査から10年以上経過している今回の調査においても保有率はほぼ同様であった．刺身（柳刃）
包丁の保有率は14.1%と低かった．阿久根６）は出刃包丁，刺身 （柳刃）包丁の保有率について
60歳以上は77.3%であるが年齢が下がるにつれて低下していると述べている．今回の調査結果
を家族構成と保有する包丁の種類からみると，出刃包丁，刺身包丁，ペティナイフは３世代同
居家族に多く，家族構成が大きいほど，保有する包丁の種類が多くなると推察され，その理由
の一つに，各年齢層毎に必要と考える包丁が所有されていることで，保有する包丁の種類が多
くなるのではないかと考えられた（表３）．

皮むき器の保有割合は包丁に次いで高く，95.1%であった．皮むき器は刃の位置により横型
と縦型７）などがあるが，保有者の98.0%は横型と回答した．圓谷８）が学生対象に所有する皮む
き器の型を調査した結果も100%横型であったことから，横型の皮むき器が広く保有されてい
るものと思われた．刃の位置が横型固定の皮むき器は，日本でも古くからだいこんのように長
い野菜の皮をむく際には用いられてきたが，今日では凹凸のあるじゃがいもやりんごなどにも
対応できる刃の角度が自由に動く洋風のものもある７）．
フードプロセッサーの保有割合は32.2％であった．この調理器具は1977年に多目的調理機器

として野菜や魚肉などの切砕を主としながら，おろしやパン生地調製などにも利用できる調理
器具として登場した６）．1992年に600人の主婦を対象として行われたフードプロセッサーの保
有率調査では6.7%であったという報告５）がある．今回の調査結果ではその４倍以上の保有率
が示された．しかし，先の1992年の調査では保有者のうち良く利用する割合は47.5%５）で半数
を占めるというデーターがあった反面， 20～60歳代の主婦231人を対象とした「調理機器に関
する調査」９）では，フードプロセッサーは「今後使ってみたい機器」の３位に挙げられてい
たにもかかわらず，「買わなければ良かった調理機器」の３位にも挙げられていた．この調査
結果から，フードプロセッサーは購入後の使用頻度が「使用する」または「使用しない」の２
極に分かれる調理器具であることが推察される．買わなければよかったと回答した理由は「使
用する際の出し入れが面倒」であった．

表 2.  保有する調理器具と家族構成

表３.  保有する包丁の種類と家族構成
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フードスライサーの保有率は58.0%と半数以上の家庭が保有していた．
家族構成と４種の調理器具の保有状況に大差はなかった．

４．調理器具の使用頻度
皮むきおよび切断操作に用いる調理器具の使用頻度を表４に示した．

包丁は「ほぼ毎日使用する」と回答した割合は58.9%で４種の器具の中での使用割合が最も
高かった．今回の調査では，包丁の種類別の使用頻度は調査しなかったが，村田ら２）が2007
年に調査した結果では三徳包丁は50.4%，出刃包丁4.4%，薄刃（菜切り）包丁8.0%，ペティナ
イフ9.7%の使用率であったと報告している．出刃包丁の使用頻度を調査した1992年の結果で
は，保有者のうち良く使っている割合は47.8%５）であった報告されていたことから考えると，
出刃包丁の使用頻度は減少傾向にあるのではないかと推測される．包丁の種類による使用状況
とその理由については今後の検討課題である．
皮むき器の使用は「１週間に２～３回」が最も多かった．皮むき器を用いる理由としては，
時間短縮（97人）と安全性（79人），廃棄量が少ない（28人）と回答したものが多かった．台
所育児を提唱している坂本氏10）は包丁作業が難しい子どもには皮むき器を使わせることを勧
めている．じゃがいもの皮むき操作も皮むき器を用いた指導が示されている．このような安全
性を念頭に置いた調理教育の浸透が皮むき器の使用頻度を高めている一因とも考えられた．　
フードプロセッサーとフードスライサーの使用頻度は低く，「ほとんど使用しない」という
回答が多かった．
５．皮むき器、フードスライサーを用いる食品
皮むき器を用いると回答した食品は，上位ににんじん、じゃがいもが挙げられ，次いで，さ
つまいも，やまのいも，ごぼう，だいこんであった（図１）．じゃがいも以外の食品は，表面

表４．皮むきおよび切断操作に用いる調理器具の使用頻度

図１.  皮むき器、フードスライサーを用いる食品
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がなめらかな点から皮むき器が利用しやすいものと思われた．じゃがいもに関しては，形が丸
く，メークイーン種は表面がなめらかであるが，男爵種は表面に凹凸があり，皮むき器は利用
しにくいようにも考えられる．しかし，じゃがいもの皮むきに用いる調理器具について質問
したところ「いつも包丁を用いる」が29.8% （45人），「いつも皮むき器を用いる」は34.4% 
（52人），「時に応じて包丁と皮むき器を使い分ける」が35.8% （53人）であった．この結果
から，じゃがいもの皮むき操作に用いる器具は調査対象者の30%以上が常に皮むき器であるこ
とが分かった．
フードスライサーを用いる食品はきゅうり，だいこん，にんじん，キャベツと回答した者が

多かった．
フードプロセッサーを利用する食品は，野菜が多く，次いで肉，魚であった．

今回は，女子学生を対象に家庭における野菜の下処理である皮むきおよび切断操作に用いる
調理器具の保有状況および使用頻度を調査したが，さらに異なる年齢層を調査して検討する必
要がある．

要約

女子学生を対象に，家庭における野菜の下処理としての皮むきおよび切断操作に用いる調理
器具の保有状況の現状および使用頻度を調査し，以下の結果を得た．
１.調査対象者の調理頻度は「ほとんど毎日行う」13.2%，「１週間に２～３回行う」35.1%，
「１ヵ月に２～３回行う」32.5%，「ほとんど行わない」19.2%であり，家族構成で比較すると
「ほとんど毎日行う」あるいは「２～３回/週」は３世代同居の学生の割合が高く，単身者は
調理頻度はやや低い傾向にあった．
２.皮むきおよび切断操作に用いる調理器具の保有状況を家族構成の平均でみると包丁100%，
皮むき器95.1%，フードプロセッサー32.2%，フードスライサー58.0%で，家族構成による保有
状況に大差は無かった．
３.皮むきおよび切断操作に用いる調理器具の使用頻度は，包丁の場合「毎日使用する」
（58.9%），皮むき器は「１週間に２～３回使用する」（36.6%），フードプロセッサーとフー
ドスライサーは「ほとんど使用しない」（47.8%，48.3%）と回答した者が多かった．
４.調理器具による使用頻度の高い食品は，皮むき器はにんじん，じゃがいも，さつまいも，
やまのいもなどであり，フードスライサーではきゅうり，だいこん，にんじん，キャベツなど
であった．
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